
資料２（補足）  説明資料の表記について  

 

①割合の表記 

 割合は次のルールで表記しています。  

 

（例）  ４割「近く」は３７％から３９％ 

     ４割「以上」は４０％から４６％ 

     ４割「程度」は３７％から４３％ 

 

②割合の差の表記 

 割 合 （パ ーセン ト） 同士を 比較 したときの差を

「ポイント」と表記しています。 

 

（例） 

 

 

 

 

 

③各年代及び各障害の略称の表記 

 各年代の表記は次の略称を用いています。  

 

・「児童」は１７歳以下 

・「成人」は１８歳以上６４歳以下  

・「高齢者」は６５歳以上 

 

 各障害の表記は次の略称を用いています。  

 

・「視覚」は視覚障害  ・「聴覚」は聴覚障害 

・「肢体」は肢体不自由 ・「知的」は知的障害 

・「発達」は発達障害  ・「精神」は精神障害 

・「高次脳」は高次脳機能障害 

・「内部」は内部障害 

前回の調査で「はい」と回答した人は１０％

だったが，今回の調査では１５％だった。 

 

前回と比べて「はい」が５ポイント増加 


